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令和6年度宇都宮市一般会計予算 議案第17号

会　長
熊本  和夫

賛 成 討 論

　
当
初
予
算
が
編
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
我
が

会
派
と
し
て
、
市
長
宛
て
予
算
と
政
策
に
対
す

る
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
、
昨
年
10
月
に
佐
藤

市
長
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
６
次
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、
宇
都

宮
市
が
多
く
の
人
々
に「
選
ば
れ
る
ま
ち
」「
持

続
的
に
発
展
し
続
け
る
ま
ち
」を
目
指
し
て「
今

の
課
題
」に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、「
未

来
へ
の
投
資
」
を
積
極
的
に
進
め
、
実
現
す
る

た
め
の
要
望
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
4.9
％
、
１
０
６
億
円
余
増
の

２
，２
９
６
億
５
，０
０
０
万
円
と
な
り
、
当
初

予
算
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
過
去
最
大
の
規
模

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収

入
が
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
９
３
０
億
円
台

と
な
る
も
の
の
、
個
人
市
民
税
の
定
額
減
税
の

実
施
に
よ
る
市
税
の
減
額
を
踏
ま
え
れ
ば
、
９

６
０
億
円
台
に
到
達
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
施
策

が
実
を
結
び
、
経
済
が
着
実
に
回
復
し
て
い
る

状
況
が
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
過

去
最
大
規
模
の
予
算
を
組
む
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、「
地
域
経
済
循
環
社
会
」

の
更
な
る
拡
大
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
着
実
に
新
年
度
へ
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。特
に
、昨
年
８
月
に
開
業
し
た「
ラ

イ
ト
ラ
イ
ン
」
に
よ
っ
て
、
沿
線
の
民
間
投
資

の
活
発
化
、
沿
線
人
口
の
増
加
な
ど
都
市
の
活

力
の
創
造
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
好
機
を
逃
さ
ず
市
内
外
の
人
や
企
業
か
ら
選

ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
限
り
あ
る
財
源
を
効

果
的
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
て
、
喫
緊
か
つ
重

要
な
課
題
に
積
極
的
に
対
応
し
た
予
算
で
あ
る

と
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
総
括
的
な
評
価
の
も
と
、
歳
入

と
歳
出
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
主
な
も
の
を
見
ま

す
と
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
へ
の
対
応
、
児
童
手
当
の
拡
充
や
子
育
て

支
援
事
業
の
充
実
、
障
が
い
者
自
立
支
援
費
の

増
加
な
ど
に
伴
う
扶
助
費
の
増
な
ど
に
伴
う
国

 

・
県
支
出
金
が
前
年
度
に
比
べ
て
10
．６
％
、

59
億
円
の
増
と
な
る
６
２
０
億
円
、
小
中
学
校

の
長
寿
命
化
改
修
事
業
や
旧
東
横
田
清
掃
工
場

解
体
工
事
の
実
施
な
ど
に
伴
い
市
債
が
前
年
度

に
比
べ
て
14
％
、
15
億
円
増
と
な
る
１
２
４
億

円
を
見
込
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
３
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
、
前
年
度
か
ら
23
億
円
増
の
88

億
円
を
見
込
む
と
と
も
に
、
市
債
１
２
４
億
円

を
効
果
的
に
活
用
し
て
、「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
」の
実
現
に
向
け
た「
各
種
取
組
の
加
速

化
」
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、
市
債

の
発
行
額
を
元
金
償
還
額
以
内
と
し
た
こ
と
に

よ
り
令
和
６
年
度
末
残
高
は
、
前
年
度
か
ら
３

億
円
減
の
１
，３
９
５
億
円
と
な
る
見
込
み
で

あ
り
、
公
債
費
負
担
比
率
は
目
標
を
大
き
く
下

回
る
10
．８
％
を
維
持
し
、中
核
市
の
中
で
も
上

位
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
な
ど
財
政
の
安
定
性

や
健
全
性
の
維
持
に
対
す
る
努
力
を
評
価
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
歳
出
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
第
２

子
保
育
料
の
無
償
化
や
児
童
相
談
所
の
設
置
に

向
け
た
計
画
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も

 

・
子
育
て
支
援
、
電
子
申
請
共
通
シ
ス
テ
ム
や

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
利
活
用
の
促
進
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
本
市
南
部
地
域
に
お
け
る
災

害
対
応
拠
点
と
な
る
南
消
防
署
の
整
備
や
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
、
太
陽
光
発
電

設
備
・
蓄
電
池
・
電
気
自
動
車
等
の
導
入
を
一

層
推
進
す
る
な
ど
低
炭
素
社
会
や
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
喫
緊
の
課
題

へ
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
パ
リ
２

０
２
４
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
３
ｘ
３
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選

大
会
の
開
催
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
融
合
さ

せ
た
都
市
の
魅
力
創
造
や
、
自
治
会
の
加
入
促

進
や
活
動
活
性
化
に
向
け
た
支
援
の
強
化
を
盛

り
込
ん
だ
地
域
共
生
社
会
の
推
進
、
ラ
イ
ト
ラ

イ
ン
と
バ
ス
の
乗
継
支
援
や
バ
ス
か
ら
バ
ス
へ

の
乗
継
割
引
制
度
を
実
施
す
る
な
ど
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
強
化
に
取
組
む
な
ど

我
が
会
派
の
要
望
を
積
極
的
に
反
映
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
に
お

き
ま
し
て
も
、
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
幡
・

清
住
土
地
区
画
整
理
事
業
や
小
中
学
校
の
長
寿

命
化
事
業
、 

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
に
お
け

る
民
間
再
開
発
事
業
を
促
進
さ
せ
る
な
ど
、
令

和
５
年
度
に
比
べ
1.5
％
、
３
億
円
増
と
な
る
２

６
１
億
円
を
確
保
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
成
長
力
を
確
保
で
き
る
街
づ
く
り
が
期
待
で

き
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
「
未
来
へ
の
投

資
」
を
実
行
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
と
、
高

く
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
令
和
６
年
度
の
予
算
は
、
本
市

の
現
状
を
的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、「
地
域
共
生

社
会
」、「
地
域
経
済
循
環
社
会
」、「
脱
炭
素
社

会
」の
３
つ
の
構
成
要
素
が
融
合
し
、「
人
」と

「
デ
ジ
タ
ル
」を
原
動
力
に
発
展
す
る
夢
や
希
望

が
か
な
う
ま
ち
「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

の
実
現
の
加
速
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
市

長
の
強
い
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
我
々
の
世
代
に
は
、
少
子
化
・
高
齢
化
・
人

口
減
少
と
い
う
日
本
の
社
会
全
体
が
抱
え
る
難

題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
バ

ト
ン
を
、
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
と
い
う

今
の
時
代
を
生
き
る
者
の
大
き
な
責
務
が
あ
り

ま
す
。

　
新
し
い
時
代
へ
挑
戦
し
つ
づ
け
る
「
持
続
可

能
な
ま
ち
」
を
目
指
し
、
今
の
宇
都
宮
市
の
都

市
の
勢
い
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
べ
く
、
こ
の

予
算
を
有
効
に
活
用
し
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
力
強
く
市
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う

期
待
い
た
し
ま
し
て
原
案
に
賛
成
す
る
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

一般会計予算  2，296,5億円 
～5年連続の2，000億円台～

「夢や希望がかなうまち“スーパースマートシティ”の実現を加速化させる予算」

歳　入
229,650,000千円

一般会計歳入構成比

自主財源
56.7％

依存財源
43.3％

市税
40.8％

使用料・手数料
1.3％

分担金・負担金
0.5％

国・県支出金
27.0％

法人事業税
交付金
0.6％

地方交付税
1.4％

地方消費税
交付金
6.2％

繰入金
4.3％

諸収入その他自主財源
9.8％

市債
5.4％

地方特例交付金
その他依存財源

2.7％

歳　出
（目的別）
229,650,000千円

一般会計歳出構成比（目的別）

民生費
40.7 ％

総務費
9.0％

議会費
0.4％

衛生費
7.9 ％

労働費
0.0％

農林水産業費
0.9 ％

土木費
12.3％

消防費
2.8％

商工費
11.8％

教育費
8.3％

公債費
5.8％

災害復旧費
0.0％

その他
0.1％

自由民主党議員会
議案第17号 令和6年度
宇都宮市一般会計予算
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消費者を悪質商法のトラブルから守る！！
～高齢者や若者の被害が深刻化しています～

行政視察人数が過去最多  
宇都宮市への

！！

視察自治体：甲府市議会　政和こうふ

視察自治体：調布市議会

����
通学者を対象とした

（購入額の30％を助成）
「ライトラインーバス連絡定期券」の購入支援!

上
河
原

宮
島
町
十
文
字

馬
場
町

県
庁
前

東
武
宇
都
宮
駅
前

裁
判
所
前

新
川

桜
通
り
十
文
字

美
術
館
前

護
国
神
社
前

教
育
会
館
前

東武
宇都宮駅

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口 ＪＲ宇都宮駅

ライトライン駅西側延伸停留所配置イメージ
N

※停留所の位置は検討中。
　停留所の名称は仮称。

1 訪問販売や電話勧誘販売について、消費者があらかじめ拒絶の意思を表明した場合には勧誘してはならない制度とすること。
また、事業者の登録制を導入すること。

2 SNS等のインターネットを通じた通信販売の勧誘などについて、行政規制・クーリングオフ等を認めること。また、権利を
侵害された者はSNS事業者等に対し、相手方事業者等を特定する情報の開示を請求できる制度を導入すること。

3 連鎖販売取引について、国による登録・確認等の開業規制を導入すること及び規制を強化すること。
以上、地方自治法第 99条の規定に基づき意見書を提出する。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和 6年 3月　宇都宮市議会自由民主党議員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年版消費者白書によると、65歳以上の高齢者の相談では、特商法の対象分野の
　　　　　　　　　　　　　　　　うち訪問販売の割合が13.0%、電話勧誘販売の割合が8.9%と、65歳未満の割合の２倍
　　　　　　　　　　　　　　　　を超えています。とりわけ認知症等の高齢者においては、令和４年版消費者白書によると、
　　　　　　　　　　　　　　　　訪問販売・電話勧誘販売の相談が48.6%を占めています。また、令和5年版消費者白書
　　　　　　　　　　　　　　　　によると、インターネット通販に関する相談が消費生活相談全体の 29.1% と最多で、
　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＮＳをきっかけとした消費生活相談件数も 6 万 552 件と過去最多になっています。
事業者や勧誘者を特定できない事例も多いのが実情です。さらに、連鎖販売取引、いわゆるマルチ取引
は、20 歳代において高い比率を占めており、成年年齢の引き下げによって 18 歳及び 19 歳を狙った
被害の増加も懸念されています。よって、国においてはこれらの被害に対処するため、特商法の改正を
行うよう強く要望します。

特定商取引に関する
法律の抜本的改正を
求める意見書

効果  ！！ライトラ
イン

　　　　　　　　　　令和5年8月のライトライン（ＬＲＴ）開業後、宇都宮市への行政視察が大幅に増加しました。令和5年
　　　　　　　　　度の視察市数は98市（受付は105件）、視察人数は853人で、令和4年度の57市、452人と比較する
と大幅に増え、記録が残る平成 21年以降、人数は令和 5年度が過去最多となりました。
　主な視察項目はＬＲＴ事業が30件で、次いで脱炭素先行地域の取組・地域新電力７件、議会ＩＣＴ化・オンライン委員会
6件などとなっており、ライトラインへの注目度の高さが伺えます。
　今後もわが会派では、本市の発展のために、ライトラインを基軸とする新たな公
共交通ネットワークの整備や利便性の向上、 ＪＲ宇都宮駅西側延伸に向けて、全力
で取り組んでまいります。（行政視察データは令和６年２月２８日時点）

����
バスからバスへの
乗継割引制度の実施!
（60分以内の乗継に対して200円の割引）

バス⇔ＬＲＴ：100 円割引
バス⇔地域内交通：200円割引
ＬＲＴ⇔地域内交通：200円割引

すでに  実施中！

����
全小学生に対する
totraの配布!
（3月より実施）

ト ト ラ

自由民主党
議員会の要望が
続々実現  ！！

令和6年度予算



　
　
　
　

 

授
業
時
間
数
の
削
減
は

適
切
な
授
業
時
間
数
を
維
持
で
き
る
よ

う
指
導
助
言
す
る
。  

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

使
っ
た
校
務
の
効
率
化
を
進
め
る
。
教

員
業
務
支
援
員
の
全
小
中
学
校
配
置
は

県
に
対
し
要
望
す
る
。勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
の
導
入
は
時
間
外
在
校
等
時
間
の

更
な
る
削
減
と
働
き
方
改
革
を
推
進
す

教
育
長

　

中
央
教
育
審
議
会
は
「
我
が

国
の
未
来
を
左
右
し
か
ね
な
い

危
機
的
状
況
に
あ
る
」と
、公
立

学
校
教
員
に
対
す
る
直
ち
に
取

る
べ
き
対
策
の
緊
急
提
言
を

文
科
大
臣
に
提
出
し
た
！

　
　
　
　

 　

提
携
40
周
年
事
業

に
つ
い
て
チ
チ
ハ
ル
市
と
検
討

し
て
い
る
。
今
後
の
交
流
の
手

法
に
つ
い
て
は
双
方
で
協
議
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長

る
。
過
剰
な
苦
情
や
不
当
な
要
求
は
本

市
と
学
校
、
関
係
機
関
が
負
担
軽
減
に

努
め
る
。
改
善
の
効
果
は
教
職
員
が
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
が
増
加
し
質

の
高
い
教
育
の
実
現
と
な
る
。

教
員
を
取
り
巻
く
環
境

　

本
市
は
チ
チ
ハ
ル
市
と
友
好

都
市
提
携
40
年
を
迎
え
る
が
、

近
年
の
国
際
状
況
か
ら
見
直
し

の
必
要
が
あ
る
の
で
は
！

友
好
都
市
の
在
り
方

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
❷
資
源
循
環
型
社
会
❸
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン

の
魅
力
度
向
上
❹
都
心
部
に
お
け
る
良
好

な
景
観
の
形
成
❺
物
価
高
騰
対
策
の
効
果

と
今
後
の
対
策
❻
小
中
学
校
の
図
書
室
と

図
書
館
の
書
籍
❼
目
指
す
べ
き
学
校
教
育

長
谷
川 

武
士 

議
員

　
　
　
　

 

生
活
困
窮
世
帯
な
ど
食
品

や
日
用
品
の
入
手
が
困
難
な
方
に
、
身
近

な
地
域
で
無
料
配
布
す
る
「
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
」
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
地
域
で

配
食
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
子
ど
も
の
居

場
所
」
の
運
営
団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換

を
通
し
、
活
動
に
お
け
る
課
題
や
効
果
な

ど
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の

事
例
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
補
助
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
部
長

　

貧
困
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
の
開
催
回
数
を
増
や
す
た
め
、

実
施
団
体
へ
の
補
助
金
支
援
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
が
見
解
を
伺
う
！

　
　
　
　

 

縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
様
々
な
学

校
行
事
や
授
業
参
観
な
ど
は
工

夫
し
て
以
前
の
よ
う
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
は

「
コ
ロ
ナ・リ
カ
バ
リ
ー
プ
ラ
ン
」

に
取
り
組
み
、
教
育
活
動
の
回

復
や
地
域
と
の
交
流
の
再
開
を

段
階
的
に
図
っ
て
い
る
。

教
育
長

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者
や
地
域

の
方
々
が
参
加
で
き
な
か
っ
た

学
校
行
事
の
回
復
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
！

地
域
と
学
校
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
本
市
の
魅
力
創
造
❷
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
鉄
道
と
の
連
携
❸

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
安
全
利
用
❹
ス
ポ
ー

ツ
都
市
推
進
基
金
❺
パ
リ
2
0
2
4

F
I
B
A
3
×
３
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選

大
会
❻
子
ど
も
の
家
事
業

菅
原 

一
浩 

議
員

　
　
　
　

 　

地
域
の
絆
や
つ
な
が

り
を
深
め
、
共
に
支
え
あ
う
こ
と
が

で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
、
自
治
会
の
加
入
促
進
に
つ

な
が
る
よ
う
、
外
部
有
識
者
等
の
意

見
も
伺
い
な
が
ら
、
条
例
の
内
容
を

議
論
し
て
い
く
中
で
、
市
民
の
役
割

な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長

　

自
治
会
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

向
け
た
検
討
に
つ
い
て
、「
自
治
会

加
入
は
社
会
の
一
員
と
し
て
の
務
め
」

と
い
う
意
味
を
も
つ
よ
う
な
内
容
を

期
待
す
る
が
見
解
を
伺
う
！

　
　
　
　

 

地
元
の
採
れ
た
て

で
、
美
味
し
い
農
産
物
を
活
用
し

た
新
た
な
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
商
品
化
や
公

園
内
の
カ
フ
ェ
等
に
お
け
る
販
売
・
提
供

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
地
元
生
産
者

等
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
定
し
、
地
元

農
産
物
の
活
用
に
向
け
て
、
収
穫
時
期
や

生
産
量
、
参
画
へ
の
意
向
等
の
把
握
を
行

い
な
が
ら
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
体
制

構
築
の
検
討
な
ど
に
速
や
か
に
取
り
組
む
。

都
市
整
備
部
長

自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り

団
体
に
つ
い
て

　

地
元
農
産
物
を
使
用
し
た
6
次
産

業
化
に
つ
い
て
早
期
に
取
組
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
見
解
を
伺
う
！

東
部
総
合
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
職
員
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
職

場
づ
く
り
❷
地
域
内
交
通
❸
宇
都
宮
市
感

染
症
予
防
計
画
❹
医
療
機
関
に
お
け
る
選

定
療
養
費
の
徴
収
❺
少
子
化
対
策
❻
教
育

 

・
保
育
施
設
等
の
職
員
確
保
❼
脱
炭
素
化

の
推
進
❽
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

今
野 

哲
也 

議
員

　
　
　
　

 

発
達
に
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
と
家
族
が
、
身
近
な
地
域
で
乳
幼
児

期
か
ら
学
齢
期
、
就
労
期
ま
で
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
通
し
て
切
れ
目
の
な
い
適
切
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
「（
仮
称
）つ
な

が
る
フ
ァ
イ
ル
」
の
作
成
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
と
家
族
を
地
域
全
体
で
支
え
る
体

制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長

　

今
後
更
に
身
近
な
地
域
で
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
発
達
障

が
い
の
子
ど
も
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
を
強

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
！

　
　
　
　

 

河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
跡
地

の
売
却
に
あ
た
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
土
地

利
用
を
条
件
と
す
る
売
却
手
法
を
採
用
し
、
一
般

競
争
入
札
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
予
定
を
大
き
く

上
回
る
成
果
を
収
め
、
現
在
で
は
住
宅
地
開
発
に

向
け
た
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
も
公
有
財
産

の
更
な
る
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

理
財
部
長

第
６
次
宇
都
宮
市
障
が
い
者
福
祉
プ

ラ
ン
及
び
第
７
期
宇
都
宮
市
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
河

内
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
売
却
を

実
施
し
、
本
市
の
想
定
を
大
き
く
上
回

る
財
源
を
確
保
で
き
た
好
事
例
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
の
未
利
用
財
産
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
！

公
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
公
共
施
設

の
通
信
環
境
❷
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
沿
線
の

居
住
推
進
❸
公
共
交
通
無
料
デ
ー
❹
地

域
の
防
災
力
の
向
上
❺
小
中
学
校
の
有

事
に
お
け
る
対
策
❻
上
下
水
道
事
業
❼

市
政
の
評
価
と
市
政
運
営

岡
本 

源
二
郎 

議
員

（３）宇都宮市議会  自由民主党議員会  市民と議会を結ぶ　夢・うつのみや -Vol.59- 令和６年４月
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市議会 令和6年3月 定例会  代表質問（抜粋）
　
　
　
　

 

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
発
展
さ
せ
、

ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
宮
っ
こ
を

守
り
・
育
て
る
都
市
宣
言
」
の
実
現
に

向
け
た
第
２
子
に
か
か
る
保
育
料
の
無

償
化
や
児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
た

計
画
策
定
、
ま
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ
形
成
に
向
け

た
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
に
お
け
る
民
間

再
開
発
の
促
進
や
駅
西
側
の
ラ
イ
ト
ラ

イ
ン
整
備
の
推
進
、
さ
ら
に
は
企
業
立

地
・
定
着
の
促
進
を
図
る
た
め
、
新
た

な
産
業
団
地
の
整
備
に
向
け
た
取
組
の

推
進
な
ど
、
積
極
的
に
予
算
計
上
し
た
。

佐
藤
市
長

　

５
期
目
最
終
年
度
の
総
仕
上
げ

と
な
る
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
編

成
し
た
の
か
伺
う
！

　
　
　
　

 

本
市
で
は
、
地
震
発
生

の
翌
２
日
に
は「
災
害
支
援
本
部
」を

設
置
し
、
被
災
地
を
総
合
的
に
支
援

す
る
体
制
を
整
え
、
１
月
６
日
に
は

給
水
車
と
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
水
道

管
路
の
復
旧
を
行
う
民
間
事
業
者
と

連
携
し
た
応
急
復
旧
隊
の
ほ
か
、
避

難
所
で
健
康
管
理
業
務
を
担
う
保
健

師
や
、
住
家
被
害
認
定
調
査
等
に
従

事
す
る
事
務
職
を
含
め
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
25
名
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
引
き

続
き
、
国
や
県
等
と
連

携
し
、
被
災
地
か
ら
の

要
請
に
応
じ
、
最
大
限

支
援
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害
に

対
し
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
た
の
か
、
今
後
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
伺
う
！

　
　
　
　

 

駅
西
側
は
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
核
と
な

る
都
市
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
ト

ラ
イ
ン
の
延
伸
に
向
け
て
は
そ
の
整
備
効

果
の
最
大
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

早
期
整
備
へ
の
期
待
感
か
ら
活
発
化
し
て

い
る
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
階
層
性
の
あ
る

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と
考
え
る
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
を
基

軸
と
し
た
公
共
交
通
と
一
体
と
な
っ
た
都

心
部
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
民
・

事
業
者
な
ど
多
く
の
関
係
者
と
よ
り
丁
寧

に
意
見
交
換
を
行
い
、
議
論
を
深
め
る
と

と
も
に
、
駅
東
側
で
得
ら
れ
た
様
々
な
知

見
を
活
か
し
な
が
ら
、
軌
道
事
業
の
特
許

取
得
に
取
り
組
む
な
ど
、

引
き
続
き
、
２
０
３
０
年

代
前
半
の
開
業
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐
藤
市
長

　

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
は
、
宇
都
宮
の

ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
で
あ
り
、

「
一
日
で
も
早
く
西
側
の
延
伸
を

実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
願
っ

て
い
る
が
、
改
め
て
、
ラ
イ
ト
ラ

イ
ン
の
西
側
延
伸
へ
の
市
長
の
決

意
を
伺
う
！

　
　
　
　

 

多
く
の
市
民
の
方
が
よ
り
便
利

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
公
共
交
通

を
円
滑
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
公
共
交
通
全
体
の
運
行
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
等
の
乗
継
地

点
の
整
備
と
共
に
、
乗
継
に
お
け
る
運
賃
負
担

軽
減
策
の
積
極
展
開
が
必
要
。
更
な
る
運
賃
負

担
や
乗
継
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
施
策
に
つ
い

て
も
実
現
を
目
指
し
、
誰
も
が
公
共
交
通
を
利

用
し
や
す
い
環
境
の
創
出
に
向
け
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐
藤
市
長

　

来
年
度
か
ら
の
公
共
交
通

の
乗
継
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策

を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
う
！

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
令
和
6
年
度
機
構
改
革
案
❷
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
❸「
う
」の
都
市
サ
ミ
ッ
ト
❹

ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
❺
地
域
共

生
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会長

熊本 和夫
くまもと　かずお

6

宇都宮市松原

副会長

塚田 典功
つかだ　のりかつ

6

宇都宮市松原

幹事長

小林 紀夫
こばやし　のりお

5

宇都宮市海道町

副会長

岡本 芳明
おかもと　よしあき

5

宇都宮市上籠谷町

総務会長

舟本 　肇
ふなもと　はじめ

5

宇都宮市御幸ケ原町

副議長

今井 政範
いまい　まさのり

4

宇都宮市陽東

副幹事長

山﨑 昌子
やまざき　まさこ

3

宇都宮市下荒針町

政調会長

黒子 英明
くろこ　ひであき

3

宇都宮市上小倉町

副政調会長

柴田 賢司
しばた　けんじ

2

宇都宮市古賀志町

会計

今野 哲也
こんの　てつや

2

宇都宮市石井町

議長

馬上 　剛
うまがみ　ごう

4

宇都宮市馬場通り

副幹事長

篠﨑 圭一
しのざき　けいいち

3

宇都宮市雀宮町

副総務会長

内藤 良弘
ないとう　よしひろ

3

宇都宮市宝木本町

総務

菅原 一浩
すがわら　かずひろ

2

宇都宮市中岡本町

幹事会

矢古宇 芳一
やこう　よしかず

2

宇都宮市岩原町

幹事会

岡本 源二郎
おかもと　げんじろう

2

宇都宮市下岡本町

政調会

手塚 　泉
てづか　いずみ

1

宇都宮市峰

政調会

若林 芽育
わかばやし　めぐみ

1

宇都宮市馬場通り

幹事会

長谷川 武士
はせがわ　たけし

2

宇都宮市西川田本町

※役職は新年度の役職です。名前の後
　の○数字は期数です。
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皆様方より頂戴した声に
耳を傾け、市民に開かれた市議会を目指し
引き続き頑張って参ります！！

ご意見・ご感想は
身近な当会議員に！

令和6年度
議会関係人事

■委員会等■

◎は委員長、○は副委員長

◆総 務 常 任 委 員 会◆◎矢古宇 芳一／小林 紀夫／菅原 一浩／手塚 　泉
◆厚 生 常 任 委 員 会◆◎岡本 源二郎／馬上 　剛／舟本 　肇／柴田 賢司
◆子ども教育常任委員会◆○山﨑 昌子／熊本 和夫／篠﨑 圭一
◆環境経済常任委員会◆○今野 哲也／塚田 典功／内藤 良弘／若林 芽育
◆建 設 常 任 委 員 会◆◎長谷川 武士／岡本 芳明／今井 政範／黒子 英明

◆常任委員会 各所管に属する事項の調査及び議案、請願・陳情の審査を行います

◎内藤 良弘／小林 紀夫／篠﨑 圭一／黒子 英明
／岡本 源二郎

◆議会運営委員会

◎菅原 一浩／内藤 良弘／山﨑 昌子／今野 哲也
／手塚 　泉

◆広報広聴委員会

第８9代副議長
今井 政範 議員

第８9代副議長に
今井 政範議員
を選出！！

「未来の遊び場」と「本とアートの複合施設」

ポイント♪
「インクルーシブとは？」

性別や年齢、人権・国籍の違い、
障がいの有無など、

異なる背景や特性をもつ人々が
互いを認め合い、

ともに生きることを指します。

▲

シ
ェ
ル
タ
ー
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
プ
レ
イ
ス

　
コ
パ
ル（
山
形
市
南
部
児
童
遊
戯
施
設
）

▲市立米沢図書館  Book＆Art
　よねざわ市民ギャラリー  
　ナセBA

～山形県視察～

ポイント♪
「ナセBA（なせば）」は
米沢藩 9代藩主・上杉鷹山

「なせばなる なさねばならぬ 何事も」
から名付けられました。

　本市における子育て施策の充実や文化的価値の向上のため、
山形県で 2か所の会派視察を実施しました。まず山形市では
「シェルターインクルーシブプレイス　コパル（山形市南部児
童遊戯施設）」を視察。蔵王連峰の豊かな山並みと一体となっ
た木造ドーム型の施設は1階と 2階がゆるやかなスロープで
つながり、のびのびと動き回れるようになっていて、子ども
たちの「生きる力」が引き出されています。また、木の手触
りを意識した手すりや椅子、木琴のような音を楽しむベンチ
などを設置。各所に五感を刺激し、感性を育む工夫がされて
います。
　一方、米沢市の「市立米沢図書館  Book＆Art  よねざわ市民ギャラ
リー  ナセ BA」では、市民芸術作品を一堂に楽しめるギャラリーを見
学後、図書館へ。美術建築を思わせる高い吹き抜けの空間構成が目を
　　　　　　　　　　　　引きます。幅広い世代や立場の人に配慮した本の選定や米沢藩の貴
　　　　　　　　　　　　重な郷土資料をデジタル活用するなど、市民の学習拠点や郷土愛醸
　　　　　　　　　　　　成も担っているほか、子どもの読書意欲を高める「読書通帳」の試み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も行っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域の特性を活かし、市内外の人に親しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる両施設の視察は、本市の子ども向け室内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊戯施設の在り方や文化・教育振興に大いに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考となりました。
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